
植樹による森の再生を行う主な箇所

自然環境保全ゾーン自然環境保全ゾーン 草地広場ゾーン草地広場ゾーン

センター広場ゾーンセンター広場ゾーン

多目的レクリエーション広場ゾーン多目的レクリエーション広場ゾーン

小柴埼緑道の一体整備小柴埼緑道の一体整備

エントランスゾーンエントランスゾーン

展望広場ゾーン展望広場ゾーン

里山農体験ゾーン里山農体験ゾーン

谷戸空間再生ゾーン谷戸空間再生ゾーン

タンク広場ゾーンタンク広場ゾーン

緑化・環境体験・学習ゾーン緑化・環境体験・学習ゾーン 出入口出入口

国道357号国道357号

【第１期】【第１期】
緑の広場空間創造エリア緑の広場空間創造エリア【第３期】【第３期】

活動・体験・学習エリア活動・体験・学習エリア
【第２期】【第２期】

自然環境保全エリア自然環境保全エリア

【第２期】【第２期】
里山空間再生エリア里山空間再生エリア

■ゾーニング計画

平坦な地形を活かした広場を中心とした
空間とし、 緑花も含めた新たな緑の創造
を図る。 また、 管理センターや駐車場な
ど管理施設を配置する。

計画地南側の市民農園 （柴シーサイド
ファーム） に隣接し、 ホタルなどが生息
する細長い谷戸地形となっている。 生物
の生息環境の再生や市民協働による樹
林地の保全などを行いながら、 農業体験
もできる里地里山空間の再生を目指す。

旧来の樹林地など自然環境の保全を基
本とする。

地下タンクなどの処理を行いながら、 緑
の再生を図るとともに、 緑や環境に係る
様々な活動や体験、 学習の場を目指す。

緑の広場空間創造エリア
（東側低地）
【第 1期】

エリアの考え方エリア

里山空間再生エリア
（南側谷戸）
【第 2期】

自然環境保全エリア
（北側谷戸）
【第 2期】

活動 ・体験 ・学習エリア
（丘陵上部平坦地）

【第 3期】

第 1期

第 2期

第 3期

平成 29 ～令和4 年度 令和5 ～ 8 年度 令和 9 ～ 14 年度

■整備スケジュール
本事業は令和14 年度の整備完了を予定しています。 施工は 3 期に分けて行い、 整備が完了したエリアから供用を開始します。

樹林地保全管理 ・植樹等

タンク処理、 樹林地保全管理 ・植樹等

■計画平面図

■公園計画の基本テーマ ： 「緑からつくり育む環境体感公園」

公園計画の概要

森と海に抱かれた自然空間を、 市民が憩い、 集い、 楽しむとともに、 みどりアップや生物多様性、 地球環境の大切さを、 市民が感じ、 学び、 育てる緑
の拠点とします。 また、 これまでの計画等を踏まえ、 「緑」、 「環境」、 「歴史と景観」 の３つのつながりに重点をおいた計画とします。

平成令和3年度 一部供用開始




